
ア の書き方

イ の書き方①

①保険会社等の名称

②新・旧の区分

③本年中に支払った保険料等の金額

④合計額

資料Ｃ-②　給与所得者の保険料控除申告書の書き方

上の段（A）には新保険料の合計額、

保険料控除証明書に記載の本年中に支払った
保険料の申告額を記入してください。

該当する方に丸を付けてください。
保険料控除証明書に記載されている適用制度に

名称を記入してください。
保険料控除証明書に記載されている保険会社等の

★あなたの氏名、住所を記入してください。

下の段（B）には旧保険料の合計額を
記入してください。
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イ の書き方②

⑤控除額の計算Ⅰ

⑥控除額の計算Ⅱ

ウ の書き方

①保険会社等の名称

②本年中に支払った保険料等の金額

③合計額

④控除額の計算

A or Cの金額

保険料控除証明書に記載されている保険会社等の名称を記入してください。

保険料控除証明書に記載の本年中に支払った保険料の申告額を記入してください。

100,001円以上 一律50,000円

③…⑤の①＋②の額を記入してください（40,000円を超える場合は、40,000と記入）。
㋑…⑤の②で計算した金額と、⑥の③で計算した金額を比較して、大きい方の金額を

 記入してください。

80,001円以上

控除額の計算式

②の合計額を記入してください。

㋺…③Cの額を、㋑の⑤にある計算式①の表に当てはめて計算してください。

一律40,000円
A or C×1/4＋20,000円
A or C×1/2＋10,000円

40,001円～80,000円まで

計算式②
Bの金額 控除額の計算式

25,000円以下 Bの金額そのまま
25,001円～50,000円まで B×1/2＋12,500円
50,001円～100,000円まで B×1/4＋25,000円

20,001円～40,000円まで
20,000円以下 A or Cの金額そのまま

①…④Aの額を、下記の計算式①の表に当てはめて計算してください。
②…④Bの額を、下記の計算式②の表に当てはめて計算してください。

計算式①
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エ の書き方

①保険会社等の名称

②新・旧の区分

③本年中に支払った保険料等の金額

④合計額

⑤控除額の計算Ⅰ

⑥控除額の計算Ⅱ

⑦生命保険料控除額の合計

⑥…⑤の④＋⑤の額（40,000円を超える場合は、40,000）を記入してください。
㋩…⑤の⑤で計算した金額と、⑥の⑥で計算した金額を比較して、大きい方の金額を

 記入してください。

㋑の⑥の㋑ ＋ ㋒の④の㋺ ＋ ㋓の⑥の㋩の合計額を記入してください。
（120,000円を超える場合は、120,000と記入）

④…④Dの額を、下記の計算式①の表に当てはめて計算してください。
⑤…④Eの額を、下記の計算式②の表に当てはめて計算してください。

計算式① 計算式②
Dの金額 控除額の計算式 Eの金額 控除額の計算式

20,000円以下 Dの金額そのまま 25,000円以下 Eの金額そのまま
20,001円～40,000円まで D×1/2＋10,000円 25,001円～50,000円まで E×1/2＋12,500円
40,001円～80,000円まで D×1/4＋20,000円 50,001円～100,000円まで E×1/4＋25,000円

80,001円以上 一律40,000円 100,001円以上 一律50,000円

保険料控除証明書に記載されている保険会社等の名称を記入してください。

保険料控除証明書に記載されている適用制度に該当する方に丸を付けてください。

保険料控除証明書に記載の本年中に支払った保険料の申告額を記入してください。

上の段（D）には新保険料の合計額、下の段（E）には旧保険料の合計額を記入してください。
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オ の書き方

①保険会社等の名称

②地震保険料又は旧⾧期損害保険料の区分

③本年中に支払った保険料等の金額

④合計額

控除対象保険料の合計額を記入してください。

⑤地震保険料控除額

⑥控除額旧⾧期損害保険料の金額

⑦控除額の合計

保険料控除証明書に記載されている

保険料控除証明書に記載されている適用制度に

Ⓐ…保険料控除証明書に記載の

⑤＋⑥の金額（50,000を超える場合は、50,000）を記入してください。

保険会社等の名称を記入してください。

該当する方に丸を付けてください。

控除対象保険料の額を記入してください。

Ⓒ…③のⒶのうち、②で旧⾧期に丸を付けた控除対象保険料の合計額を記入してください。

④のⒷの金額をそのまま記入してください。

④のⒸの金額が、1～10,000までの場合はそのままの金額を、
Ⓒの金額が10,000を超える場合は、④のⒸ×1/2＋5,000の金額（15,000円を超える場合は、15,000）
を記入してください。

Ⓑ…③のⒶのうち、②で地震に丸を付けた
令和 〇年 △月×日
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カ の書き方

①社会保険料控除

②小規模企業共済等掛金控除

あなたが直接支払った小規模企業共済等掛金があれば記入してください。

その他

記載例がない部分の記入の仕方や、不明点がある場合は、
国税庁のサイトにてご確認いただきますようお願いいたします。

iDeco（個人型確定拠出年金）の掛金など、

給与から差し引かれた社会保険料は記入しないでください。

給与から差し引かれた掛金は記入しないでください。

国民年金保険料など、あなたが直接支払った社会保険料があれば記入してください。
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